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   現 在、 銀 行 業 界 の 不 振 が 続 い て お り、 と り わ け 地 方 銀 行
１
の 苦 境 が 鮮 明 で あ る。
金 融 庁 (2018)『地 域 金 融 機 関 の 課 題 と 競 争 の あ り 方』 は、 こ の 苦 境 の 原 因 と し て
人 口 減 少 に よ る 資 金 需 要 の 継 続 的 な 減 少 な ど、 地 域 金 融 機 関 を 取 り 巻 く 経 営 環 境
が 構 造 的 に 厳 し さ を 増 し て き て い る こ と を 指 摘 し て い る ( 金 融 庁 2018b)。 こ の よ
う に 厳 し い 収 益 環 境 や 地 域 経 済 環 境 か ら、 近 年、 地 方 銀 行 で は 再 編 が 多 く お こ な
わ れ て い る。
　 だ が、 地 方 銀 行 の 再 編 に つ い て は、 推 進 派 と 慎 重 派 が 存 在 す る。
　 た と え ば、 星 (2014) は、 地 域 の 経 済 情 勢 や 人 口 減 少 と い っ た 外 部 要 因 の 影 響
を 受 け て い る た め、 再 編 と い う 形 で 経 営 の 維 持 を 図 る こ と も 有 力 な 選 択 肢 の 一 つ
で あ る (p.76-77)、 と 述 べ て い る。 ま た、 高 橋 (2016) は、 基 盤 と な る 地 域 の 縮 小、
金 融 機 関 同 士 の 競 争 の 激 化、 異 業 種 の 参 入、Fin Tech
２
企 業 の 台 頭 な ど に よ っ て 利
益 を 稼 ぎ に く く な っ て い る 状 況 の 打 開 策 と し て、 統 合 ・ 再 編 を 手 段 と し て 活 用 す
る 必 要 が あ る こ と を 指 摘 し て い る。 さ ら に、 三 井 (2016) は、 地 方 銀 行 が お か れ
て い る 人 口 減 少 等 の 厳 し い 環 境 を 考 え れ ば、 自 行 の 取 引 基 盤 を 拡 大 す る こ と に 専
念 す る た め に 再 編 は 必 要 で あ る と し て い る。
１ 　 地 方 銀 行 ： 本 稿 で 取 り 上 げ る 「地 方 銀 行」 は、 第 一 地 方 銀 行、 第 二 地 方 銀 行 を 合
わ せ た 総 称 と す る。 ま た、「 地 域 金 融 機 関 」 は、 地 方 銀 行 及 び 信 用 金 庫、 信 用 組
合 を 含 め た 総 称 と す る。 第 一 地 方 銀 行 は、 一 般 社 団 法 人 全 国 地 方 銀 行 協 会 に 属 す
る 64 行 (2018 年 3 月 ) を 示 す。 一 方、 第 二 地 方 銀 行 は、 旧 相 互 銀 行 か ら 普 通 銀 行
に 転 換 し た 地 方 銀 行 を 会 員 と し た 一 般 社 団 法 人 第 二 地 方 銀 行 協 会 に 属 す る 40 行 
(2018 年 ) を 示 す。 た だ し、 埼 玉 り そ な 銀 行 は ど ち ら の 協 会 に も 属 さ な い た め、 都
市 銀 行 と す る。し た が っ て、2018 年 現 在、日 本 全 国 に 地 方 銀 行 は、104 行 が 存 在 す る。
（一 般 社 団 法 人 第 二 地 方 銀 行 協 会 「加 盟 行 一 覧」 及 び 一 般 社 団 法 人 全 国 地 方 銀 行 協
会 「地 方 銀 行 リ ン ク」）
２ 　Fin Tech： 日 本 銀 行 （2018b） に よ る と、 金 融 （Finance） と 技 術 （Technology）
を 組 み 合 わ せ た 造 語 で あ り、 金 融 サ ー ビ ス と 情 報 技 術 を 結 び つ け た さ ま ざ ま な 革
新 的 な 動 き を 指 す。 身 近 な 例 で は、 ス マ ー ト フ ォ ン な ど を 使 っ た 送 金 も そ の 一 つ
で あ る。( 日 本 銀 行 「Fin Tech（フ ィ ン テ ッ ク） と は 何 で す か ？」)
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　 一 方、 鳥 畑 (2015) は、 金 融 機 能 の 強 化 の た め の 地 域 金 融 機 関 の 再 編 推 進 は、
か え っ て 地 域 金 融 機 関 の 金 融 機 能 を 弱 め る こ と に な る 危 険 性 が あ る こ と を 指 摘 し
て い る。 だ が、 地 方 銀 行 の 再 編 は、 今 後 変 化 す る 環 境 に お い て、 規 模 の 経 済 や 安
定 を 求 め る と い っ た 経 営 を 維 持 す る 側 面 で 必 要 で あ る、 と 多 く の 論 者 に 思 わ れ て
い る よ う で あ る。
　 し か し な が ら、 再 編 に つ い て は、 変 わ り ゆ く 地 方 銀 行 の 環 境 に お い て、 ど の よ
う な 効 果 が あ る の か、 具 体 的 な 事 例 を も っ て 明 ら か に さ れ て い な い。
　 銀 行 業 界 の 不 振 が 続 い て い る 中、 再 編 へ の 道 を 選 択 す る こ と に よ っ て 地 方 銀 行
が 持 続 的 に 増 益 を 得 る こ と は、 果 た し て 可 能 な の だ ろ う か。
　 再 編 と い う 手 段 が 目 的 に と ど ま ら ず に 機 能 し て い る の か 再 度 検 討 す る 必 要 が あ
る の で は な い だ ろ う か。
　 そ こ で、 本 研 究 に お い て は、 再 編 を お こ な っ た 地 方 銀 行 の 事 例 を 検 討 す る こ と
に よ り、 再 編 が 地 方 銀 行 に 今 後 と も 持 続 的 な 発 展 を も た ら し、 地 方 銀 行 が 地 域 経
済 の 中 枢 を 担 い 続 け る こ と に 貢 献 す る の か を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る。
　 ま ず 第 1 章 に お い て、 現 在 の 日 本 国 内 の 金 融 機 関 の 現 状 と、 地 方 銀 行 の 基 本 的
な 役 割 を 検 討 す る。 次 に 第 2 章 に お い て、 近 年、 地 方 銀 行 の 再 編 が 進 ん で い る こ
と に 触 れ な が ら、 ど の よ う な 再 編 の パ タ ー ン が あ る の か を 抽 出 す る。 さ ら に 第 3
章 に お い て、 近 年 お こ な わ れ た 地 方 銀 行 再 編 の 事 例 に 挙 げ、 そ れ ぞ れ の 銀 行 の 財
政 状 態、 経 営 状 態、 収 益 性、 健 全 性 の 指 標 の 変 化 を 分 析 し、 そ の 効 果 を 明 ら か に
す る。 さ ら に 第 4 章 に お い て、筆 者 が お こ な っ た 個 人 顧 客 と し て の 目 線 を 取 入 れ
た ア ン ケ ー ト 結 果 と 金 融 庁 が お こ な っ た ア ン ケ ー ト 結 果 を 用 い、 こ れ か ら の 時 代
に 求 め ら れ て い る 地 方 銀 行 像 を 考 察 す る。 最 後 に 全 体 を ま と め、 今 後 の 地 方 銀 行
の 在 り 方 へ の 貢 献 を 指 摘 し、 今 後 の 課 題 を 述 べ る。
第 １ 章 日 本 国 内 に お け る 金 融 機 関 の 現 状 
第 １ 節 　 日 本 国 内 の 金 融 機 関 の 特 徴
　 金 融 機 関 は、 資 金 の 余 剰 主 体 と 不 足 主 体 と の 間 を 仲 介 し、 資 金 を 効 率 的 に 融 通
す る 役 割 を 担 っ て い る。 高 橋 (2007) は、 日 本 の 銀 行 業 界 で は、 低 金 利 で 預 金 を
幅 広 く 集 め、 高 金 利 で 貸 出 を お こ な い 利 ざ や に よ っ て 稼 ぐ と い う シ ン プ ル な ビ ジ
ネ ス モ デ ル が 確 立 さ れ て い る と 指 摘 し て い る (p.18)。 し か し、以 下 で 見 る よ う に、
多 様 な 金 融 機 関 が 出 現 し、 海 外 の 金 融 機 関 と の 競 争 も 含 め て 競 争 が 激 化 し て き て
い る 現 在、 こ の よ う な シ ン プ ル な ビ ジ ネ ス モ デ ル を 続 け ら れ な い 可 能 性 が 高 い と
い え よ う。
　
第 ２ 節 　 地 方 銀 行 の 役 割
　 現 在、 日 本 に お い て は、 地 方 銀 行 が 全 国 に 点 在 し て い る 状 態 で あ る。
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　 だ が、静 岡 県、大 阪 府、福 岡 県 で は、地 方 銀 行 が 4 行 以 上 存 在 し て い る オ ー バ ー
バ ン ク の 状 態 と も い え る 地 域 も 存 在 す る。 こ の よ う に、 地 方 銀 行 の 分 布 に は 都 道
府 県 ご と に 偏 り が あ り、 そ れ ぞ れ の 地 域 に よ っ て 異 な る 役 割 を 担 っ て い る も の と
考 え る こ と が で き る。
　
第 ３ 節 　 地 方 銀 行 の 現 状
　 図 １ － １ は、 民 間 金 融 機 関 に お け る 2018 年 3 月 末 の 預 金 ・ 貸 出 金 シ ェ ア を 示
し た も の で あ る。
　
図１－１　民間金融機関における預金・貸出金シェア (2018 年 3 月末 )
( 注 ) この図で「地方銀行」とは第一地方銀行のことを指している。
( 出典 ) 一般社団法人全国地方銀行協会『地方銀行 2018』p.4 の図
　2018 年 3 月 末 現 在、 第 一 地 方 銀 行 の 日 本 国 内 に お け る 預 金 シ ェ ア は 全 体 の 約
四 分 の 一、貸 出 金 の シ ェ ア は お よ そ 3 割 を 占 め て い る。 第 二 地 方 銀 行 を 合 わ せ る
と、 日 本 国 内 に お け る 預 金 の 地 方 銀 行 の シ ェ ア は、 都 市 銀 行 と 同 じ く ほ ぼ 3 割、
貸 出 金 の シ ェ ア は、 都 市 銀 行 を 大 き く 上 回 り、 お よ そ 4 割 に も 達 し て い る （図 １
－ １）。
　
第 ４ 節 　 地 方 銀 行 を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化
　 高 橋 （2017） は、 地 方 銀 行 の ビ ジ ネ ス の 不 振 を ま ね い て い る 主 な 原 因 と し て、
人 口 の 減 少 と 少 子 高 齢 化、 競 合 他 社 と の 競 争、 低 金 利 環 境 の 長 期 化 の 3 つ を あ げ
て い る (p.24)。 近 年、 人 口 の 減 少 と 高 齢 化 が 進 ん で い る の は 地 方 で あ り、 そ の 影
響 を よ り 大 き く 受 け て い る の が 地 方 銀 行 と い う わ け で あ る。
（１） 人 口 ・ 企 業 数 減 少 等 に よ る 地 域 経 済 の 衰 え
　 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 『 日 本 の 地 域 別 将 来 推 計 人 口 ( 平 成 30 (2018) 
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年 推 計 )― 平 成 27 (2015) ～ 57 (2045) 年 ―』 に よ る と、2015 年 に は、5 年 前 の
2010 年 と 比 較 し て 人 口 が 減 少 し た 県 は 39 県 存 在 し、2035 年 に は、47 全 て の 都
道 府 県 で 人 口 が 減 少 す る と 推 計 さ れ、 こ の 人 口 減 少 に 伴 い 預 金 や 貸 出 金 の 割 合 が
今 後 大 幅 に 減 少 す る 可 能 性 が あ る。
（２） 競 争 の 激 化
　 人 口 減 少 に 伴 い 今 後 は、 地 域 経 済 の 規 模 が 縮 小 し て い く と 予 想 さ れ て い る。 し
か し、 高 橋 (2017) は、 人 口 が 減 少 し て い る の に も か か わ ら ず、 接 他 県 や 地 方 中
核 都 市 へ の 進 出 に よ る 地 方 銀 行 同 士 の 競 争 も 激 化 し て い る と 述 べ て い る (p.28)。
人 口 や 貸 出 先 が 今 後 減 少 す る に も か か わ ら ず、 地 方 銀 行 の 競 争 相 手 は 増 え 続 け て
い る の が 現 状 で あ る。
（３） 低 金 利 環 境 の 長 期 化
　 日 本 銀 行 が 2016 年 2 月 か ら マ イ ナ ス 金 利 政 策 を お こ な っ た 2016 年 か ら の 貸
出 約 定 平 均 金 利 が 下 が っ て い る。2010 年 ～ 2015 年 は、全 て の 金 融 機 関 に お い て
1％ を 下 回 ら な い 水 準 を 保 っ て い た が、2016 年 か ら は、 第 一 地 方 銀 行 の 貸 出 約 定
平 均 金 利 も 1％ を 切 る 水 準 へ と 変 化 し て い る。 先 に 述 べ た 「金 利 で 預 金 を 幅 広 く
集 め、 高 金 利 で 貸 出 を お こ な い 利 ざ や に よ っ て 稼 ぐ と い う シ ン プ ル な ビ ジ ネ ス モ
デ ル」 が 通 用 し な い 時 代 と な っ て い る の で あ る。
　
第 ２ 章 　 地 方 銀 行 の 再 編 の 事 例 と 方 法
第 １ 節 　 地 方 銀 行 再 編 の 歴 史
　 日 本 に お い て 昭 和 初 期 に は、 現 在 の 第 一 地 方 銀 行 の 源 流 が 1,200 行、 第 二 地 方
銀 行 の 源 流 が 268 社 あ っ た が、1927（ 昭 和 2） 年 の 金 融 恐 慌、 政 府 に よ る 銀 行
合 併 の 推 進、 銀 行 存 続 要 件 の 強 化 な ど の た め に そ れ ぞ れ 64 行 と 68 行 へ と 変 化
し た ( 高 橋 2014：p.107)。
第 ２ 節 　 地 方 銀 行 の 主 な 再 編 方 法
　 近 年 の 地 方 銀 行 の 再 編 は、 大 き く 「合 併」 と 「持 株 会 社 が 関 連 す る 経 営 統 合」
に 区 別 で き る。
　「合 併」 に よ り、 名 称 の 変 更 が 起 こ っ た 際 に は そ の 地 域 で 長 年 親 し ま れ た 銀 行
の ブ ラ ン ド が 喪 失 す る と い う リ ス ク も 介 在 す る と 考 え ら れ る が、 事 務 や シ ス テ ム
統 一 と い う 合 理 化 を 図 る こ と が 可 能 で あ る。
　「持 株 会 社 が 関 連 す る 経 営 統 合」 で は、 持 株 会 社 が 経 営 管 理 を お こ な う こ と で
業 務 効 率 化 が 図 か れ、 子 会 社 と な っ た 銀 行 や 他 の 会 社 の 企 業 風 土 は 維 持 さ れ る と
考 え ら れ る。
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表２－１　1991 年以降の地方銀行再編の分類（2018 年 10 月現在）
年度 名称 対象行 地域 形態
1992 年 4 月 伊予銀行 伊予銀行 ( 第一地銀 ) と東邦相互銀行 ( 第二地銀 ) 同県 合併
1992 年 4 月 熊本ファミリー銀行 熊本銀行 ( 第二地銀 ) 肥後ファミリー銀行 ( 第二地銀 ) 同県 合併
1993 年 4 月 北都銀行 羽後銀行 ( 第一地銀 ) と秋田あけぼの銀行 ( 第二地銀 ) 同県 合併
1999 年 4 月 山陰合同銀行 山陰合同銀行 ( 第一地銀 ) とふそう銀行 ( 第二地銀 ) 同県
1999 年 4 月 みなと銀行 みどり銀行 ( 第二地銀 ) と阪神銀行 ( 第二地銀 ) 同県 合併
2001 年 4 月 札幌北洋 HD 北洋銀行 ( 第二地銀 ) と札幌銀行 ( 第二地銀 ) 同県 持株会社
2001 年 9 月 もみじ HD せとうち銀行 ( 第二地銀 ) 広島総合銀行 ( 第二地銀 ) 同県 持株会社
2002 年 4 月 九州親和 HD 親和銀行 ( 第一地銀 ) と九州銀行 ( 第二地銀 ) 同県 持株会社
2003 年 4 月 親和銀行 親和銀行 ( 第一地銀 ) と九州銀行 ( 第二地銀 ) 同県 持株会社の傘下銀行同士合併
2003 年 4 月 関東つくば銀行 関東銀行 ( 第一地銀）とつくば銀行 ( 第二地銀） 同県 合併
2003 年 9 月 ほくぎん FG 北陸銀行 ( 第一地銀 ) 持株会社
2004 年 2 月 関西アーバン銀行 (1 回目） 関西さわやか銀行 ( 第二地銀）と関西銀行 ( 第二地銀 ) 近隣県 合併
2004 年 5 月 もみじ銀行（1 回目） せとうち銀行 ( 第二地銀 ) 広島総合銀行 ( 第二地銀 ) 同県 持株会社の傘下銀行同士合併
2004 年 9 月 ほくほく FG ほくぎん FG と北海道銀行 ( 第一地銀 ) 飛び地 持株会社
2004 年 10 月 西日本シティ銀行 西日本銀行 ( 第一地銀 ) と福岡シティ銀行 ( 第二地銀 ) 同県 合併
2005 年 10 月 きらやか HD 山形しあわせ銀行 ( 第二地銀 ) と殖産銀行 ( 第二地銀 ) 同県 持株会社
2006 年 2 月 紀陽 HD 紀陽銀行 ( 第一地銀 ) と和歌山銀行 ( 第二地銀） 同県 持株会社
2006 年 10 月 山口 FG もみじ HD と山口銀行 ( 第一地銀 ) 近隣県 持株会社
2006 年 10 月 紀陽銀行（1 回目） 紀陽銀行 ( 第一地銀 ) と和歌山銀行 ( 第二地銀） 同県 持株会社傘下銀行同士合併
2007 年 4 月 ふくおか FG(1 回目） 福岡銀行 ( 第一地銀）と熊本ファミリー銀行 ( 第二地銀 ) 近隣県 持株会社
2007 年 4 月 もみじ銀行（2 回目） もみじ HD ともみじ銀行（第二地銀） 近隣県 傘下銀行と持株会社合併
2007 年 5 月 きらやか銀行（1 回目） 山形しあわせ銀行 ( 第二地銀 ) と殖産銀行 ( 第二地銀 ) 同県 持株会社傘下銀行同士合併
2007 年 10 月 ふくおか FG(2 回目） ふくおか FG と親和銀行 近隣県 持株会社
2008 年 10 月 きらやか銀行（2 回目） きらやか HD ときらやか銀行（第二地銀） 同県 傘下銀行と持株会社合併
2008 年 10 月 北洋銀行（1 回目） 北洋銀行 ( 第二地銀 ) と札幌銀行 ( 第二地銀 ) 同県 持株会社の傘下銀行同士合併
2009 年 10 月 フィデア HD 北都銀行 ( 第一地銀 ) と荘内銀行 ( 第一地銀 ) 近隣県 持株会社
2009 年 10 月 池田泉州 HD 泉州銀行 ( 第一地銀 ) と池田銀行 ( 第一地銀 ) 同県 持株会社
2010 年 3 月 筑波銀行 関東銀行 ( 第一地銀）と茨城銀行 ( 第二地銀 ) 同県 合併
2010 年 3 月 関西アーバン銀行 (2 回目 ) 関西アーバン銀行 ( 第二地銀）とびわこ銀行 ( 第二地銀 ) 近隣県 合併
2010 年 4 月 トモニ HD 徳島銀行 ( 第二地銀）と香川銀行 ( 第二地方銀行） 近隣県 持株会社
2010 年 5 月 池田泉州銀行 泉州銀行 ( 第一地銀 ) と池田銀行 ( 第一地銀 ) 同県 持株会社傘下銀行同士合併
2012 年 9 月 十六銀行 十六銀行 ( 第一地銀）と岐阜銀行 ( 第二地銀 ) 同県 合併
2012 年 10 月 北洋銀行（2 回目） 札幌北洋 HD と北洋銀行（第二地銀） 同県 持株会社傘下銀行と持株会社合併
2012 年 10 月 じもと HD きらやか銀行 ( 第二地銀）と仙台銀行 ( 第二地銀） 近隣県 持株会社
2013 年 10 月 紀陽銀行（2 回目） 紀陽 HD と紀陽銀行（第一地銀） 同県 持株会社傘下銀行と持株会社合併
2014 年 10 月 東京 TYFG（1 回目） 東京都民銀行 ( 第一地銀）と八千代銀行（第二地銀） 同県 持株会社
2015 年 10 月 九州 FG 肥後銀行 ( 第一地銀）と鹿児島銀行 ( 第一地銀） 近隣県 持株会社
2016 年 4 月 コンコルディア FG 横浜銀行 ( 第一地銀）と東日本銀行 ( 第二地銀） 近隣県 持株会社
2016 年 4 月 トモニ HD(2 回目） トモニ HD と大正銀行 ( 第二地銀） 飛び地 持株会社
2016 年 4 月 東京 TYFG（2 回目） 東京 TYFG と新銀行東京（信託銀行改称） 同県 持株会社
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※ 1：「FG」「HD」「FHD」は、それぞれ、フィナンシャルグループ、ホールディングス、フィナンシャルホールディ
          ングス、の略である。
※ 2：「第一地銀」「第二地銀」は、それぞれ、第一地方銀行、第二地方銀行、の略である。
※ 3：2003 年に一時国有化したあしぎん FG については除外している。
※ 4：2018 年 10 月に第四銀行と北越銀行が持株会社として第四北越 FG を設立し、時期は未定であるが傘下の第四
           銀行と北越銀行は合併を視野に入れている。
( 出典 ) 高橋昌裕 (2014) p.110 図表 4 － 2 及び一般社団法人全国銀行協会「最近の合併を知るには」(2018) ( ウェブ
ページ掲載資料 ) より、筆者作成。
第 ３ 節 　 再 編 が お こ な わ れ た 地 方 銀 行 の 様 々 な パ タ ー ン
　 近 年、 地 方 銀 行 で は 再 編 が 多 く お こ な わ れ て お り、 そ の パ タ ー ン は、 多 岐 に 渡
る。 本 稿 に お い て は、 扱 う 地 方 銀 行 の 再 編 の 形 態 と し て、1) 合 併、2) 持 株 会 社
の 新 規 設 立、3) 持 株 会 社 傘 下 の 銀 行 の 合 併、4) 持 株 会 社 と 傘 下 の 銀 行 と の 合 併
に よ る 持 株 会 社 の 解 散 の 4 つ の 形 態 を と り あ げ る。 　 　
　 表 ２ － １ は、2018 年 10 月 現 在 ま で に 明 ら か に な っ た 1991 年 以 降 の 地 方 銀 行
再 編 を、 形 態、 銀 行 ご と、 地 域 ご と に 分 類 し た も の で あ る。 近 年、 直 ち に 合 併 を
す る の で は な く、 ま ず 銀 行 持 株 会 社 を 設 立 し、 そ の 後、 傘 下 の 地 方 銀 行 が 合 併 を
お こ な う と い っ た 地 方 銀 行 の 再 編 が 増 え て い る こ と が わ か る。 　
第 ３ 章 　 地 方 銀 行 再 編 の 事 例 分 析
第 １ 節 　 都 道 府 県 の 分 析
　 東 京 都 や 大 阪 府 な ど の 大 都 市 で は、 大 手 行 の シ ェ ア が 高 い と い う 特 徴 が あ る。
と く に 東 京 都 は、 日 本 の 経 済 の 主 軸 で あ る と 同 時 に 企 業 と 人 が 多 く 集 ま っ て お
り、 預 金 及 び 貸 出 金 が 圧 倒 的 に 多 い。 逆 に、 地 方 で は、 地 元 地 域 金 融 機 関 の シ ェ
ア の 割 合 が 高 い 傾 向 が あ る。
2016 年 10 月 めぶき FG 足利 HD と常陽銀行 ( 第一地銀） 近隣県 持株会社
2016 年 10 月 西日本 FHD 西日本シティ銀行 ( 第一地銀）と長崎銀行 ( 第二地銀 ) 近隣県 持株会社
2018 年 4 月 関西みらい FG




2018 年 4 月 三十三 FG 三重銀行 ( 第一地銀）と第三銀行 ( 第二地銀） 同県 持株会社
2018 年 5 月 東京きらぼし FG
東 京 都 民 銀 行 ( 第 一 地 銀 ） と 八 千 代 銀 行 （ 第 二 地 銀 ）
 
新銀行東京（信託銀行改称） 同県 持株会社傘下銀行と持株会社合併
2018 年 10 月 第四北越 FG 第四銀行 ( 第一地銀）北越銀行 ( 第一地銀） 同県 持株会社
2019 年 4 月 関西みらい銀行 近畿大阪（第一地銀）と関西アーバン銀行（第二地銀） 同県 持株会社傘下の一部行で合併
2019 年 4 月 ふくおか FG（3 回目） ふくおか FG と十八銀行 ( 第一地銀） 近隣県 持株会社
2019 年 10 月 名称不明 親和銀行（第一地銀）と十八銀行 ( 第一地銀 ) 同県 持株会社傘下の一部行で合併
2020 年 1 月 徳島大正銀行 徳島銀行 ( 第二地銀）と大正銀行 ( 第二地方銀行） 飛び地 持株会社傘下の一部行で合併
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第 ２ 節 　 地 方 銀 行 の 再 編 の 事 例
　 再 編 の 事 例 と し て、1) コ ン コ ル デ ィ ア・フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ 、2) 筑 波 銀 行、
3) 北 洋 銀 行、4) 紀 陽 銀 行、5) ふ く お か ・ フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ の 計 5 つ の 事
例 を 取 り 上 げ る。 こ れ ら の 5 つ の 事 例 は、 地 盤 と す る 地 元、 再 編 の 方 法、 営 業 基
盤 が 異 な る こ と か ら、 比 較 に 適 し て い る と 思 わ れ る か ら で あ る。
　 再 編 の 効 果 と し て、 総 資 産、 経 常 収 益、 経 常 利 益、 当 期 純 利 益、 業 務 粗 利 益、
自 己 資 本 比 率 の 変 化 を 見 る。 こ れ ら の 指 標 は 銀 行 の 財 政 状 態、経 営 状 態、収 益 性、
健 全 性 を 示 す。
　
（１） コ ン コ ル デ ィ ア ・ フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ （東 京 都 ・ 神 奈 川 県）
　 コ ン コ ル デ ィ ア ・ フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ は、 横 浜 銀 行 と 東 日 本 銀 行 と が 合 併
し た も の で あ る。 東 京 都 と 神 奈 川 県 を 基 盤 と し て い る。
　 横 浜 銀 行、 東 日 本 銀 行、 コ ン コ ル デ ィ ア ・ フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ の 「決 算 短
信」、「決 算 説 明 資 料」 を 分 析 す る と、 横 浜 銀 行 と 東 日 本 銀 行 が 持 株 会 社 に よ る 再
編 は、 両 行 と も 財 政 状 態、 経 営 状 態、 収 益 性、 健 全 性 を 示 す 指 標 が 2017 年 3 月
期 に は 増 加 し て お ら ず、 銀 行 や 指 標 に よ っ て は、 翌 年 の 2018 年 3 月 期 に 回 復 し
て い る も の も あ っ た。 グ ル ー プ 全 体 で は、 今 後 再 編 の 効 果 が み ら れ と し て い る が
こ れ ら の 指 標 が 高 ま る か は 疑 問 で あ る。
（２） 筑 波 銀 行 （茨 城 県）
　 茨 城 銀 行、 関 東 つ く ば 銀 行、 筑 波 銀 行 の 「決 算 短 信」、「決 算 説 明 資 料」 を 分 析
す る と、 筑 波 銀 行 が 合 併 に よ る 再 編 に よ っ て 財 政 状 態 示 す 指 標 が 増 加 し て い る も
の も あ っ た が、 再 編 以 降、 財 政 状 態 を 示 す 指 標 以 外 は 悪 化 し て お り、 再 編 の 効 果
を 持 続 で き て い な い も の と 思 わ れ る。 日 本 銀 行 の マ イ ナ ス 金 利 政 策 の 影 響 を 受 け
る な ど、 景 況 に よ っ て 左 右 さ れ て い る も の と 考 え ら れ る。
　
（３） 北 洋 銀 行 （北 海 道）
　 北 洋 銀 行 の 「決 算 短 信」、「決 算 説 明 資 料」、「デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー 誌」 を 分 析 す
る と、 北 洋 銀 行 の 持 株 会 社 と 傘 下 銀 行 に よ る 再 編 は、 財 政 状 態 を 示 す 指 標 は 年 々
増 加 を し て お り、 健 全 性 を 示 す 指 標 の 増 加 傾 向 が み ら れ た が、 経 営 状 態、 収 益 性
を 示 す 指 標 に は、 継 続 的 な 増 加 は み ら れ な か っ た。
（４） 紀 陽 銀 行 （和 歌 山 県）
　 紀 陽 銀 行 は、紀 陽 ホ ー ル デ ィ ン グ（HD）株 式 会 社 と い う 持 株 会 社 を 設 立 し た 後、
傘 下 の 和 歌 山 銀 行 と 紀 陽 銀 行 が 合 併 （紀 陽 銀 行 (1)）、 そ の 後、 紀 陽 ホ ー ル デ ィ ン
グ と 紀 陽 銀 行 が 合 併 し て い る （紀 陽 銀 行 (2)）。
　 紀 陽 銀 行、 和 歌 山 銀 行、 紀 陽 HD の 「決 算 短 信」、「決 算 説 明 資 料」 を 分 析 す る
と、 持 株 会 社 の 紀 陽 HD を 設 立 し た 後、 直 ち に 傘 下 の 和 歌 山 銀 行 と 紀 陽 銀 行 の 2
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行 が 合 併 を し た 際 に は、総 資 産、経 常 収 益、経 常 利 益、当 期 純 利 益、自 己 資 本 比 率、
業 務 粗 利 益 等 の 銀 行 の 財 政 状 態、 経 営 状 態、 収 益 性、 健 全 性 に 効 果 が あ ら わ れ て
い た が、 そ の 後 の 紀 陽 HD と 傘 下 銀 行 で あ る 紀 陽 銀 行 が 合 併 を し た 際 に は、 再 編
の 効 果 が 鈍 い と 考 え ら れ る。
（５） ふ く お か フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ （福 岡 県 ・ 熊 本 県 ・ 長 崎 県）
　 福 岡 銀 行、 熊 本 銀 行、 親 和 銀 行、 ふ く お か FG の 「決 算 短 信」、「決 算 説 明 資 料」
を 分 析 す る と、 福 岡 銀 行、 熊 本 銀 行、 親 和 銀 行 の 3 行 で お こ な っ た 持 株 会 社 に よ
る 再 編 は、 ふ く お か FG の 財 政 状 態 に は 増 加 を も た ら し た と 考 え ら れ る。 経 営 状
態 に お い て は、 福 岡 銀 行 に 増 加 が み ら れ た。 熊 本 銀 行、 親 和 銀 行 は、 健 全 性 を 示
す 指 標 に 増 加 を も た ら し た。
第 ３ 節 　 再 編 に よ る 効 果 分 析
　 第 3 章 第 2 節 で は、 近 年 お こ な わ れ た 再 編 の 事 例 を 挙 げ た。 再 編 に よ る 効 果
を 分 析 す る た め に、 再 編 前 後 の 特 に 経 営 状 態 を 示 す 経 常 利 益、 健 全 性 を 示 す 自 己
資 本 比 率 の 変 化 を 比 較 す る。 こ こ で 検 討 す る 銀 行 は、 第 3 章 第 2 節 に お い て 事
例 に 挙 げ た 横 浜 銀 行、 東 日 本 銀 行、 北 洋 銀 行、 筑 波 銀 行、 紀 陽 銀 行、 福 岡 銀 行、
熊 本 銀 行、 親 和 銀 行 並 び に、 池 田 泉 州 銀 行
３
、 肥 後 銀 行
４
、 鹿 児 島 銀 行
５
、 十 六 銀 行
６
の 以 上 12 行 で あ る。 営 業 基 盤 に 置 く 地 域 や 人 口、 再 編 の 方 法 及 び 銀 行 の 規 模 に
よ っ て、 再 編 の 効 果 に 違 い が み ら れ る の か を 考 察 す る。
３　池田泉州銀行：2009 年 10 月大阪に基盤を置く第一地方銀行の泉州銀行と第一地方銀行の池
田銀行は、 持 株 会 社 を 設 立 し た 後、2010 年 5 月 に 両 行 が 合 併 し、 池 田 泉 州 銀 行 を
設 立 し た。（池 田 ホ ー ル デ ィ ン グ ス (2018) 『デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー 誌』）
４　肥後銀行：熊本県にある第一地方銀行である。2015 年 10 月に鹿児県の第一地方銀行である
鹿児島銀行と持株会社九州FGを設立させた。(九州フィナンシャルグループ (2018)「会社概要」）
５　鹿児島銀行：鹿児島県にある第一地方銀行である。2015 年 10 月に熊本県の第一地方銀行で
ある肥後銀行と持株会社九州 FG を設立させた。( 九州フィナンシャルグループ (2018)「会社
概要」）
６　十六銀行：2015 年 10 月に岐阜県の第一地方銀行の十六銀行と子会社化していた第二地方銀
行の岐阜銀 行 合 併 し た。( 十 六 銀 行 「沿 革」)
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図３－１　各地方銀行の再編前後の経常利益の変化
※ 1：横軸（再編からの年数）については、再編の年を 0 としている。
※ 2：紀陽銀行 (1) は、2007 年 3 月期を起点、紀陽銀行 (2) は、2014 年 3 月期を起点にしたものである。
※ 3：北洋銀行の再編 1 年後の経常利益は、多額の資金運用収益及び有価証券売却・償還益を計上したという特殊要
           因のため増加している。
※ 4：親和銀行は、再編おこなった年に貸倒引当金を積増したため、経常利益が減少している。
（出典 ) 各地方銀行の「決算短信」、「決算説明資料」より筆者作成。
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図３ー２　地方銀行の再編前後の自己資本比率の比較
※ 1：横軸（再編からの年数）については、再編の年を 0 としている。
※ 2：紀陽銀行 (1) は、2007 年 3 月期を起点、紀陽銀行 (2) は、2014 年 3 月期を起点にしたものである。
※ 3：縦軸（自己資本比率の変化）については、再編がおきた年の自己資本比率を 1 としている。
 ( 出典 ) 各地方銀行の「決算短信」、「決算説明資料」より筆者作成。
　 以 上 の 分 析 に よ り、 再 編 が 経 常 利 益、 自 己 資 本 比 率 等 に 大 き な 増 加 を も た ら し
た 地 方 銀 行 は、 一 行 も 存 在 し な か っ た こ と が わ か っ た ( 図 ３ ー １、 図 ３ ー ２) 。
　 ま た、各 銀 行 の 預 金 量、貸 出 金 等 の 規 模 の 大 き さ や 基 盤 と す る 地 域 の 人 口 動 態、
預 金 量、 貸 出 金 の 差 異 の い ず れ か ら も、 再 編 に よ る 効 果 の 違 い は 見 て 取 れ な か っ
た。
　 以 上 の こ と か ら、 い ず れ の 地 方 銀 行 も、 再 編 に よ る 効 果 が 大 き か っ た と 評 価 す
る こ と は 難 し い と 結 論 づ け ら れ る。
　
４ 節 　 合 併、 持 株 会 社 だ け で は な い 提 携
　 千 葉 ・ 武 蔵 野 ア ラ イ ア ン ス で は、 双 方 が 情 報 を 共 有 す る こ と に よ り、 再 編 に よ
ら な い 新 た な 連 携 を す る こ と が で き る と 考 え ら れ る。 ま た、 単 独 で は 実 行 が 難 し
い フ ァ ン ド を 両 行 が 結 成 す る こ と に よ り 質 の 高 い サ ー ビ ス が 提 供 で き、 資 金 需 要
に 積 極 的 に 答 え る こ と が で き る と 考 え ら れ る。
　
第 ４ 章 　 こ れ か ら の 地 方 銀 行 が 目 指 す べ き 姿 と は
第 １ 節 　 地 方 銀 行 の 成 長 分 野
　 地 方 銀 行 は、 現 在 苦 境 に 立 た さ れ て い る。 こ の よ う な 現 状 も 踏 ま え 近 年 で は、
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地 方 銀 行 で は、 本 業 以 外 に 新 た な 分 野 に 力 を 入 れ て い る 事 例 が 多 く み ら れ る。 　
　 銀 行 に よ っ て こ の 成 長 分 野 の 位 置 付 け は 異 な る と 考 え ら れ る。
第 ２ 節 　 こ れ か ら の 地 方 銀 行 に 必 要 な も の
　 筆 者 が お こ な っ た 個 人 顧 客 の 銀 行 利 用 の 実 態 ア ン ケ ー ト と 金 融 庁 が お こ な っ て
い る 地 域 金 融 機 関 を メ イ ン バ ン ク に し て い る 企 業 の ア ン ケ ー ト か ら、 求 め ら れ て
い る 銀 行 及 び 地 域 金 融 機 関 の 像 を 検 討 す る。
　
（１） 筆 者 作 成 の ア ン ケ ー ト 調 査 の 概 要 と 結 果 の 考 察
   2018 年 8 月 ～ 11 月 に か け て、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ り、20 代 ～ 60 代 の 男 女 に
対 し、金 融 機 関 の 利 用 実 態 調 査 を 行 っ た。回 答 数 は、84 で あ り、男 女 の 比 率 約 は 4：
6 で あ っ た。 そ こ で は、 金 融 機 関 の 口 座 の 有 無、 口 座 を も っ て い る 金 融 機 関 の 種
類、 利 用 年 数、 金 融 機 関 の 口 座 開 設 を 決 定 す る 決 め 手 を 聞 い た。
　 今 回 の ア ン ケ ー ト 結 果 か ら、 個 人 顧 客 は、 自 身 の 生 活 に と っ て よ り 便 利 に 利 用
す る こ と が で き る 金 融 機 関 を 選 択 し て お り、 一 度 口 座 を 開 設 す る と そ の 金 融 機 関
の 利 用 は 長 期 に 渡 る た め、 改 め て 口 座 を つ く り な お す と い っ た 傾 向 は 低 い こ と が
わ か っ た。
（２） 金 融 庁 が お こ な っ た 企 業 ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 の 考 察
　 金 融 庁 に よ る 『 企 業 の ア ン ケ ー ト 結 果 ( 平 成 30 年 9 月 26 日 )』（ 金 融 庁
2018a） か ら、 企 業 で は、 安 定 的 ・ 継 続 的 な 資 金 供 給、 金 利 等 の 借 入 条 件 を 重 視
す る こ と が 明 ら か と な っ た。 ま た、 信 頼 関 係 の 構 築 に よ り 取 引 全 体 の 満 足 度 上 昇
に 繋 が る と 推 測 で き る。
　 規 模 や 新 し い サ ー ビ ス に 重 き を 置 く だ け で は な く、 そ れ ぞ れ の 銀 行 が 自 行 の 特
色 や 強 み を 活 か す こ と に よ り、 持 続 的 な 成 長 を 促 さ れ、 そ の よ う な 銀 行 が こ れ か
ら 必 要 で あ ろ う。
結 　 　 論
　 本 稿 に お い て は、 近 年 お こ な わ れ て い る い く つ か の 地 方 銀 行 再 編 の 事 例 を 挙
げ、 そ れ ぞ れ の 銀 行 の 経 営 状 況 を 分 析 す る こ と に よ り、 地 方 銀 行 が 再 編 を お こ な
う こ と に よ っ て 発 展 す る の か を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た。
　 第 1 章 で は、 現 在 の 変 化 が 激 し い 地 域 経 済 環 境 を 概 観 す る と と も に、 地 方 銀 行
に お け る 基 本 的 な 役 割 を 検 討 し た。 そ の 結 果、 地 方 銀 行 に は、 今 後 地 域 が 抱 え る
多 様 化、 複 雑 化 す る 課 題 を 解 決 す る 役 割 が あ る と い う こ と が わ か っ た。
　 第 2 章 で は、近 年 お こ な わ れ て い る 再 編 の 方 法 を 検 討 し、分 類 し た。 そ の 結 果、
持 ち 株 会 社 が 関 連 す る 再 編 が 多 い こ と が わ か っ た。
東京女子大学　経済研究　第 8 号      2020   
44
　 第 3 章 で は、 近 年 再 編 を お こ な っ た 地 方 銀 行 の 事 例 を い く つ か 挙 げ、 銀 行 の 財
政 状 態、 経 営 状 態、 収 益 性、 健 全 性 の 状 況 を 検 討 し た。 銀 行 に よ り 再 編 の 効 果 は
異 な り、 再 編 を お こ な っ た こ と に よ り 成 長 が 続 く と は 限 ら な い た め、 再 編 以 外 の
方 法 を 模 索 す る 必 要 が 今 後 あ る こ と が わ か っ た。
　 第 4 章 で は、地 方 銀 行 で お こ な わ れ て い る 成 長 分 野 の 検 討 と ア ン ケ ー ト 結 果 か
ら 地 方 銀 行 に 今 後 求 め ら れ て い る 姿 は、 そ れ ぞ れ の 銀 行 が 自 行 の 特 色 や 強 み を 活
か す こ と に よ り、 地 域 経 済 と と も に 発 展 で き る 銀 行 で あ る こ と を 明 ら か に し た。
　 以 上 に よ り、 地 方 銀 行 の 再 編 に つ い て は、 こ れ ま で は、 一 般 的 に 経 営 改 善 を す
る こ と を 目 指 す と い っ た 側 面 が 考 え ら れ て き た が、 再 編 が 必 ず し も 効 果 が あ る と
は 限 ら な い た め、 そ れ ぞ れ 自 行 に あ っ た 経 営 を 追 求 し な け れ ば 効 果 が 得 ら れ な
い、 と い う こ と が 明 ら か に な っ た。 す な わ ち、 地 方 銀 行 の 再 編 は、 現 時 点 に お い
て は 必 ず し も 効 果 が あ る と は い え ず、 地 方 銀 行 の 再 編 が 目 的 に と ど ま る こ と な
く、 常 に 時 代 と 経 済 環 境 に あ わ せ た 経 営 を お こ な う こ と が 必 要 で あ る、 と 結 論 づ
け る こ と が で き る。
　 本 研 究 の 成 果 は、 今 後 の 地 方 銀 行 の 在 り 方 に 示 唆 を 提 供 す る も の と 思 わ れ る。
　 今 後 は、 再 編 を お こ な っ た 地 方 銀 行 と 再 編 が お こ な わ れ な か っ た 地 方 銀 行 の 違
い を 検 討 す る こ と に よ り、 再 編 の 効 果 を よ り 明 確 化 す る と 同 時 に、 再 編 以 外 に 経
営 状 況 を 改 善 す る 方 法 を 探 求 す る こ と が 課 題 で あ る。
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